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■活動状況 

第三回研究会 

日 時：2003 年 4 月 26 日（土） 
報告者：飯田剛史（富山大学経済学部教授） 
題 目：在日コリアン文化の公共化――「祭り」を中心に 

 
【要旨】 

はじめに 
 日本の大衆文化（歌謡､映画､スポーツなど）において、多くの在日のスターが日本名を名乗っ

て活躍して来たことは良く知られている。近年は、文学､芸術､学術などの領域でも優れた人々が

輩出しており、そこでは民族出自を明らかにし本名を名乗ることが普通になって来た。 
しかし「文化」は何か特別の才能によって生み出されるものとは限らない。むしろ「普通の」
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在日コリアンが日常生活と関わる領域においても多様な文化創造が行われているのである。私は

これまで在日の宗教・祭りについて調査を続けてきたので、ここで在日の文化創造の事例として

「祭り」をとりあげ、在日文化の顕在化､公共化の過程を示し、日本社会における文化的多元化、

「寛容化」の問題を考えたい。 

 
１．アプローチ 
政治史の認識は不可欠の条件であるが、在日コリアンを歴史の受動的被害者として画一的にと

らえる「政治主義アプローチ」は採らず、むしろ生活形成者、文化創造者としての生き方を明ら

かにしたい。 
政治史および社会学的構造－機能的分析を前提にして、自己組織性論の視角から多様な生活、

文化の形成、創造の過程を捕らえる。構造－機能分析は集団概要の把握に有効であるが、静態性

という限界性を持っている。自己組織性論は、構造-機能論を補う観点として極めて有効である

と考えられる。なぜなら今日の在日社会は、不完全、不均衡な構造条件のなかで、多様な人間的

選択と社会的自己組織化の試みが実践されつつあるからである。一般の日本人にとって「慣習」

的で「自明」な行為が､在日コリアンにおいては戸惑いと躊躇を伴う選択､決断として行われるこ

とが多い。構造的矛盾・不条理状況のなかでの意味解釈と自己決定の経験が、今日の在日のエネ

ルギッシュな文化創造につながるといえるのではないだろうか。 
 

２．在日社会の構造と変動（1980 年代以降） 

政治領域 外国人登録法化の管理体制､「民団」・「総連」の対立体制 
在日固有の共通政治目標設定しえず。 
反差別運動（就職､入居、指紋押捺など） 

経済領域 底辺あるいは闇市からの出発､就職差別（ホワイトカラーからの排除）による職

業特化・自営業（焼肉、飲食、風俗、パチンコ、ヘップサンダル、ケミカルシュ

ーズ、カバン、部品製造､土木建設など）、経済生活基盤の確立・一部富裕化 

結合領域 公式組織よりネットワーク（同郷､親族､宗教など）に比重 

文化領域 生活文化の同化･均質化の進行｡戦後大衆文化と在日のスター達。民族文化運動の

形成（言語、本名、農楽、宗教、祭り、など） 
均質化とエスニックな自己主張との同時進行 

 
 これを社会システム論の枠組みで見ると、経済領域を別として、政治、結合、文化それぞれの

領域で機能要件を十分に満たしていないことが指摘できる。すなわち経済領域では在日コリアン

は今日一定の地歩を獲得し民族系金融機関や商工会への結合が見られるが、政治領域では「民団」、

「総連」の影響力の限界から共通目標の設定・達成機能は不十分であり、結合領域では互いに閉

鎖的な血縁・地縁の比重が大きく全体的な統合を欠き、文化領域でもアイデンティティおよび民

族教育、宗教、祭りなどへの関心の多様性・拡散性が顕著である。 

 このように在日社会構造は、均衡・安定というより、分裂・矛盾の要因を基本的に抱えつつ、
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差別による民族境界とネットワ－ク関係によってかろうじて同一性を維持しているといっても

よい。 

 このような状況のなかで 80 年代後半から 90 年代にかけて、つぎのような変動がみられる。そ

こには危機的要素も含まれる｡ 

経済 経済的地位の向上と危機 

政治 日本内の南北対立やや緩和、差別撤廃、人権獲得運動 

社会統合 市民的連帯（少数性の壁） 

文化 大衆文化・スポーツに続き、文学、芸術、学問領域での在日の輩出。「在日文化」

の顕在化、公共化「在日」文化創造 

 
３．祭りの創造：80 年代成立の三つの祭りと後続の祭 

80年代に始まった在日の代表的な「祭り」として「生野民族文化祭」、「ワンコリア・フェス

ティバル」、「四天王寺ワッソ」をとりあげたい。これらの内容は全く異なるものであるにも関わ

らず共通の特質をもっている。すなわち少数の個人やグループの発意によって始められ、それぞ

れ独自のしかたで「民族」を象徴的に表現し、やがてヴォランティアによる大きな広がりを獲得

し、今日も流動の過程にある点である。これらの「祭り」の共通テーマは「民族」である。「民

族」はここではある宗教性、すなわち「聖」なる特性を付与された象徴的実在と考えることがで

きる。 

 生野民族文化祭 ワンコリア・フェスティバル 四天王寺ワッソ 

開始年 1983年 1985年 1990年 

参加者 生野区の在日コリアン 在日のプロ、セミプロの芸能

関係者 

在日実業家、日本文化

人、政治・経済団体 

場所 生野区内、校庭 大阪城野外音楽堂 四天王寺、谷町筋 

内容 農楽パレード、民族舞踊、

劇、遊戯 

ジャズ・ブルース・舞踏、演

劇・映画 

朝鮮使節・渡来人のパ

レード、文化授受のセ

レモニー 

メッセージ 在日若年世代への「民族文

化」による連帯意識、アイ

デンティティ形成の呼び

かけ 

在日若者へのポピュラー文

化による、「ハナ」（統一）の

呼びかけ 

日本人、在日に、歴史

的な朝鮮文化の日本

文化への寄与 

大阪文化のアジア性

在日の経済力 

共通性 非宗教性（世俗性）／創造性・80年代に始まる／在日人権運動の時期／在日経済

力向上期／内容の創造性（非伝承性）／「大阪の祭」として受容 

その他の祭り 

 ＊ウリマダン（福岡市：1990 年 3 月から） 

 ＊長田マダン（神戸市：1990 年から） 
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 ＊芦屋マダン（芦屋市：1991 年から、日本人、インド人、華僑、アメリカ人も参加） 

 ＊東九条マダン（京都：1993 年より。地域におけるマイノリティを含む住民の共生） 

など｡ 

 
１）「生野民族文化祭」は､第1回が1983年大阪市生野区で公立学校の校庭を借りて、農楽や伝

統遊戯などを中心に催される。ここではいくつかの「民族的伝統文化」が選び直され、再創造さ

れる。若い世代にとって「民族文化」はもはや生得的なものでも自明なものでもなく、自覚的に

求め、選び、学ぶべきものとなっている。そしてこの自覚的選択と複数グループの参加によって、

「祭り」のありかたは多様な創造的展開の可能性をもちうるのである。 

 この祭りの特質は、ホスト文化への対抗性が強く､参加資格は､韓国､朝鮮籍者に限られている。

差別されてきた者の、カミングアウト、自己表現の意図がこめられているからである。この祭り

は、全国の在日集住地域の若者たちに影響を与え、福岡、神戸、芦屋、京都などでも、それぞれ

特色をもつ「マダン」とよばれる祭りが行われるようになった。 

生野民族文化祭は、2002年に20回を期して終了した。理由として「続けていくことの疲れ」「す

でに意義を果たした」などが語られている。 
 ２）「ワンコリア・フェスティバル」は、第1回が1985年に始まった。野外音楽堂でさまざまな

分野の在日のミュージシャンや芸術家がパフォーマンスを繰り広げるもので、日本人も参加し、

韓国、北朝鮮、中国延辺朝鮮族自治区、アメリカ合衆国からも参加団体がある。目的は、南北対

立を越えた「ワンコリア」の意識を、祭りを通して形成しようとするものである。 

 ３）「四天王寺ワッソ」は、1990年に第1回。古代朝鮮から多くの渡来人が高度の文化をもって

来日したことを、約3,000人のパレードと四天王寺での聖徳太子による出迎えの儀式によって表

現するものである。これは関西興銀（在日社会最大の金融機関）理事長の発意と、日本人歴史学

者（上田正昭氏ら）の計画・考証によってプロデュースされた。しかし2001年度以降は、スポ

ンサーである関西興銀の経営破綻により中止となったが､復活の努力が続けられている。 

 
 これらの「祭り」は、在日コリアンの新しい文化を､公共の場で表現し創造する運動であり、

マスコミがしばしば取り上げ、大阪のユニークな祭りとして幅広く認知されるようになってきた。

日本人と在日コリアン双方の意識を変革するはたらきをもつといえるだろう。 

 
4 ．「民族祭」の形成：自己組織化 
民族音楽や舞踊は、サークルや教室あるいは民族系学校で教えられるようになり、その中から

それを専門的に習得するために韓国に留学し、日本に戻ってその教師になる人も現れた。そして

この運動は次の発展段階に達する。すなわちこのようなさまざまな「民族文化」運動の成長の過

程で、それらが一つの総合化された形態をもつに至るのである。 
生野民族文化祭は、一定のリーダーシップのもとに、「民族文化」の個々の要素を統合し、さ

まざまなグループを連結することによって構成されている。その意味で、これは民族文化運動の

より高次の段階を画するものであった。 
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民族文化祭は、種々の民族文化運動を新たに総合ないし編集する試みであり、それは目的と動

員しうる文化要素により多様な形をとることができる。それは「差異化の運動が協力しあって、

既存の意味（差異）体系に割り込み、みずからの居場所を確保するような自己組織化の運動」［今

田  一九九四：一七頁］にほかならないといえる。生野民族文化祭では、「発明された伝統民族

文化」の諸要素が採用されている。 
その目的は、在日コリアンの間に民族的アイデンティティと南北対立を越えた共通の民族的連

帯意識を創り出すことである。そこには日本文化ないし日本人への対抗性の要因が含まれている。

日本人は見物はできても、出演することはできない。この対抗性を通して、民族としての共同性

がアピールされる。 
しかし、京都で行われる「東九条マダン」は、日本人ないし日本文化への対抗性よりもそれと

の共生や被差別者を含むさまざまな地域住民の連帯というテーマが掲げられており、日本人も企

画・運営・出演者として参加している。ここでの主テーマは「民族」よりもむしろ「共生」にあ

る。生野民族文化祭の影響は大きいが、その発展形態は多様な方向をとりうることを示している。 
ワンコリア・フェスティバルでは、現代日本のさまざまな文化ジャンルにおけるプロないしセ

ミプロの出演者のパフォーマンスを中心に、在日コリアンによる「伝統民族文化」、本国や在中

国（延辺朝鮮族自治区）のコリアンの芸能文化を集めることに主眼が置かれている。その目的は、

生野民族文化祭との共通点である南北の民族的連帯に加えて、全世界の汎コリアン的な連帯をも

志向するものである。ここではコリアンと日本人の仲間も加えたジャンルを問わない（「民族文

化」にこだわらない）文化的創造性を主眼に置いているので、日本文化との対抗性の要因は相対

的に稀薄である。 
四天王寺ワッソでは、古代朝鮮からの渡来人の文化が日本文化のルーツであることを大部分が

日本人である大阪住民にアピールしようとする。目的は、在日コリアンの社会的地位の向上、日

本人とコリアンとの親和意識の形成および大阪の新たなオリエンテーションの提示である。ここ

でも日本との対抗性よりも「理解」「共生」のモチーフが重視されている。 
 実行委員長鄭甲寿氏は､在日学生運動に加わっていたがその政治主義に疑問を感じていたとこ

ろ、生野民族文化祭の発足に参加し、「祭り」を通した「ワンコリア」運動の有効性に気がつい

た。ジャンルを広げ、南北、国籍を問わず多くの若者の参加を求めたい、という。町工場を経営

していた家族の支援により「祭り専従」として活動している。2002年には大阪市も協賛団体に加

わった。 

 
５．「民族祭」の象徴性と文化機能 

これらの「祭り」は何らかの意味で「民族」を主題化している。そして「民族」は象徴として

表現されることを通してのみ実在化する。すなわち、それは「象徴的実在」である。「民族」と

いう社会的カテゴリーは、没主観的に経験的事実として存在するのではなく、象徴作用を通して、

主体的に構成され意味づけられてはじめて人々の中に実在化するものである。 
これらの「祭り」において象徴としての「民族」は、聖性と曖昧性を帯びている。 
これら三つの「祭り」は、特定の宗教の枠内にあるものではない。これら「祭り」の中の「聖
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なるもの」は、宗教の領域を越え出て、「民族」を直接に聖化する機能をはたしている。 
「祭り」において聖化された「民族」の共通体験は、その場に一つの連帯感をかもし出す。そ

して「祭り」に毎年参加するメンバーの間には、確かに持続的なネットワーキングという形での

連帯が形成されてきた。またこれに刺激を受けて、別な地域であるいは別なグループで民族文化

活動が展開される場合にも、ネットワーキングの拡大をみることができる。 
しかし、それがただちに参加者と観衆全員を結ぶ確固とした社会連帯につながるわけではない。

多くの観衆にとってはこの連帯感はつかの間のもので、「祭り」が終われば霧のように消えてし

まう。それは「祭り」のリアリティを支える、組織化された集団あるいは地域集団が存在しない

からである。 
「祭り」がただちに在日コリアンの広範囲な社会連帯につながりにくいもう一つの理由は、そ

こでの「民族」象徴が曖昧なものにとどまっていることである。それはまず、これらの「祭り」

において「民族」象徴そのものの表現形式が不定形で、宗教の場合のように、「聖なるもの」の

象徴が、神像や仏像その他の図像のような共通に認識された形式で確定されていないことである。

「在日」の場合、現在、自らの存在および「祖国」について共通に合意しうる呼称も旗印ももち

得ないことがその大きな制約となっている。さらに「民族」が聖なる象徴であるという命題は、

当事者たちによってそう表明されているのではなく、標語や呼びかけ、趣旨説明文の中で「民族」

という言葉がキーワードないし主テーマとして用いられていることから、筆者が観察者の視点か

ら、そのコンセプトを「聖なる象徴」と解釈したものである。また「民族」象徴の指示対象のイ

メージもごく曖昧である。「南北在日の連帯」あるいは「世界のワン・コリア」といっても、具

体的な政治的プログラムに基づいているわけではない。それらは漠然とイメージされるユートピ

アでしかない。現在の政治状勢では、具体的な「統一」案はただちに対立と反目を生み出す原因

にしかならないので、逆に「ワン・コリア」「統一」が漠然としたユートピアにとどまるがゆえ

に、多くの人の参加が可能になっているともいえるのである。 
したがって、政治次元で今のところ、これらの「祭り」が、南北在日の統一という政治機能を

もつとはいえない。 
在日社会における文化機能に関してここでいえることは、生野民族文化祭の場合、一定の範囲

で新たな民族意識を生み出していることである。 
参加メンバーだけではなくより多くの観衆が、「祭り」を通して、民族イメージ、民族的自己

意識がネガティヴなものからポジティヴなものに転換する経験をもった。極彩色で力強いリズム

をもつ新しい「民族文化」を経験することによって、貧困や屈辱と結びついていた自民族のイメ

ージを逆転させることができたのである。これらの祭りの経験を通して、多くの在日の若者が、

共通の「民族」体験をもち、新たな民族的自己意識をもつようになったといえるだろう。 

 
６．「在日文化」の日本社会での顕在化、公共化 
在日コリアンの祭りは､文化次元では、「在日文化」の日本社会での顕在化、公共化という大き

な機能を果たしているといえる。 
これまで在日の宗教文化は、主として儒教式祖先祭祀や巫俗儀礼などのように私的で内輪の場
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で行われるものに限られてきたので、一般の日本人の目にはほとんどふれなかった。 
しかし、民族祭が創り出され、そこに民族名のアーティストたちが登場し、それがマスコミで

報道されることによって、「在日文化」の日本社会でのありかたに一つの確かな変化が起こって

きたといえる。このことは近年、一般のマス・メディアにおいても民族名を名乗るミュージシャ

ン、俳優、作家、研究者などの活躍が注目されるようになってきたこととも連動している。 
これらの祭りは､テレビのニュースではほぼ定例的取り上げられ､またいくつかの特集番組で

紹介されるようになった。テレビなどマスコミを通して､これらの人々の活動は、今日の日本文

化の中のユニークで魅力ある領域として広く承認され、さらに最もエネルギッシュで創造的なセ

クションとさえ評価されてきているのである。 
「祭り」は、このような文化創造の機能を通して、日本社会への在日の積極的参加と社会的地

位向上に一定の役割を果たしているということができよう。 
このような「祭り」が現れた背景として、80 年代における在日の様々な反差別人権運動の展

開が挙げられる。 
80 年代以降のマイノリティ側からの様々な運動は､日本人の市民運動グループによっても支

援され､指紋押捺撤廃運動は、マスコミの支持するところともなった。 
「在日コリアン」のみならず、諸外国からの「ニューカマー」が増え、今日の日本社会の課題

として「文化的多元化」、「共生社会」が語られるようになってきた。上の祭りには、日本の行政、

教育団体なども協賛、後援に名を連ねるようになってきた。このように「在日文化」は、現代日

本の多元的文化展開の一領域として「公共化」して来ているといえよう。これは、日本社会の少

数者への文化的「寛容性」の拡大ということもできるかもしれない。 
しかし一方で同時に、日本人の自民族中心的・排外的傾向も強まってきている。 
今後は、この相反する二つの動きが、交錯しつつ展開していくことが予想される。 

 
【参考文献】 
飯田剛史 2002『在日コリアンの宗教と祭り――民族と宗教の社会学』、世界思想社。 
今田高俊 1986『自己組織性――社会理論の復活』、創文社。 
上田正昭 1997「四天王寺ワッソと難波の再生」、同『東アジアと海上の道――古代史の視座』、

明石書店。 
小川伸彦 2003「民族まつりへのアプローチ――京都・東九条マダン研究序説」、『在日コリアン

のネットワークと宗教文化』（科研費報告書､近刊）。 

 
【後記】報告後の質疑で次の点が検討された。 

＊「公共化」と行政の関わり 
＊「公共化」と在日の文化的均質化 
＊宗教的･政治的「寛容」と文化的「寛容」 
＊メディアとしての「祭り」とマスコミの役割 
＊方法論－構造･機能分析と自己組織性 
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◇調査報告１ 

 東北地方資料収集について 

 金 文吉（釜山外国語大学教授、国際

日本文化研究センター前研究員） 

 

 去る2003年 2月中旬に、私はCOE研究プロジェク

ト「多元的世界における寛容性についての研究」の

資料収集のために北陸から東北にかけての各地を訪

問した。私が収集した資料は朝鮮系社会における家

庭儀礼、特に死者の葬儀、墓地に関するものである。

すなわち、福井県、富山県、長野県、宮城県などの

韓国民留民団を訪問し『朝鮮家庭儀礼便覧』、『喪礼

諺解』など、貴重な多くの資料を手に入れることが

できた。 

 また思った以上に、在日韓国人社会では古い美風

様式の風習が守られていることを知った。たとえば、

秋田県に行ったとき、ある家庭の葬儀に参列したが、

死者の発生を知らせるために死者の衣服（上衣）を

屋根の上にかけるという現在の韓国でも見ることが

できない韓国の古い風習を見ることができた。さら

に、日本の檀那寺制度（檀家）においては死者を必

ず檀那寺に葬るということも見学したが、キリスト

教信者の場合にも檀那寺制度が深く関わっており、

「宗教的寛容」という観点から興味深く感じられた。 

 今回このように研究資料の収集を行うことができ

たことを厚く感謝申し上げたい。 

 

＊ 

 

◇調査報告 2 

 米国南カリフォルニア地域におけるフィ

ールドワーク 

水野英莉（京都大学大学院 

社会学専修研修員） 

 

 去る 2003 年 2 月 1 日から 28 日まで、21 世紀 COE

プログラム「多元的世界における寛容性についての

研究」研究会において、私の研究テーマである「観

光とスポーツをめぐる地域文化の寛容性と排他性」

を調査するため、アメリカ合衆国南カリフォルニア

地域を訪問しました。カリフォルニア州のマリブ、

サンディエゴ、オーシャンサイド、ハンティントン

などのサーファーコミュニティを訪れ、観光とスポ

ーツを媒介として集まるさまざまな人々のコミュニ

ティがどのように形成されているのか、そしてまた

人々の相互関係はどのように展開しているのかとい

う点に注目し、参与観察とインタビューを行ないま

した。 

 話を聞くことができた現地のローカルサーファー

には、ごく一般的なサーファー以外に、サーフィン

用具を販売するショップオーナー、ボードシェイパ

ー、サーフィン雑誌のライターらも含まれており、

サーフィン経済・文化の世界的発信地である南カリ

フォルニアのサーファーたちのライフスタイルに触

れることができました。そしてまた、日本から移住

あるいは長期滞在で訪れている日本人サーファー数

人と行動をともにすることで、スポーツを目的とし

た観光旅行のあらゆる側面について詳細に知る機会

がありました。そのほか、2つのサーフィン博物館を

訪れ、またカリフォルニア大学サンディエゴ校社会

学教授のマイケル・デビッドソン博士から、調査手

法、訪問場所、検索資料などについて多くの助言を

いただきました。 

 最も印象に残った点は、サーファー文化のグロー

バル化の予測を上回る進展で、アメリカ合衆国と日

本のサーファーコミュニティには多くの共通点があ

ったことです。コミュニティ内の人々のビジターに

対する寛容性および排他性の表現は驚くほど似通っ

ており、国ごとの比較よりもむしろ、人種、階層、

性などを指標として世界資本主義化の視点から包括

的に捉える必要性を改めて感じました。 

 今回の滞在では多くの資料を得ることができ、さ

らなる調査の足がかりをつけることができました。

このような機会を与えられた事を、深く感謝申し上

げたいと思います。 
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■シンポジウムのご案内 

 今秋、本研究会では、国際シンポジウム「宗

教間対話と平和思想の構築－現状と課題－」

を開催いたします。詳細は後日あらためてご

案内いたしますが、現在予定されております

シンポジウムの日程、パネラーの先生方、テ

ーマ等をお知らせいたします。 

 

【日時】 

10 月 25 日（土）午後 2時より 

（会場は未定ですが、京都大学文学部新

館もしくは京大会館で開催の予定です） 

【パネラー】 

氣多雅子氏（京都大学宗教学教授） 

金 文吉氏（釜山外国語大学教授） 

許 油 氏 （大韓仏教研究所所長）  

【コメンテーター】 

落合恵美子氏（京都大学社会学助教授） 

他一名未定 

【司会・コーディネーター】 

芦名定道氏（京都大学キリスト教学助教授） 

【テーマ】 

 1990 年代以降、世界における紛争は、宗教

や民族を背景にして発生し、宗教はしばしば

衝突の主要な原因の一つとして挙げられて

いる。もし、本来宗教が平和を目指し、紛争

の解決を目指すものであるとするならば、そ

れぞれの宗教が自らの伝統から未来の世代

のためにいかなる平和思想を構築するかは、

宗教に課せられた責任と言える。また宗教間

対話も、こうした平和の問題に対して積極的

な寄与を行いうるものでないとするならば、

その意義はどこにあるのか疑わしいという

ことにならざるを得ない。本シンポジウムで

は、こうした問題意識に立って、宗教が平和

思想の構築に対して何を語りうるのか、何を

なし得るのかについて、それぞれのフィール

ドから発言を行い、討論を深めることを目指

している。本シンポジウムの討論は、次のよ

うな観点を含むことになる。 

(1)東アジアという視点 

 日本と韓国の具体的な事例や状況に即し

た議論が期待される。 

(2)「宗教的多元性と寛容」という観点 

 政治的政策的な視点から現実主義的に平

和を論じると言うよりも、むしろ数十年とい

う時間の中で、宗教が平和思想の構築に対し

ていかなる貢献をなし得るのか、という問題

を扱う。日韓のキリスト教あるいは仏教が、

それぞれの伝統や思想より、積極的な平和思

想をいかに展開できるのかについては、たと

えば、日本のキリスト教の場合は、無教会と

その周辺における非戦論・平和思想の伝統

（内村鑑三、矢内原忠雄、南原繁、飯沼二郎、

宮田光雄）の思想的意義を取りあげることが

できるであろう。 

(3)平和思想と宗教間対話との関わりという

観点 

 本シンポジウムでは、提題者がそれぞれの

フィールドから平和思想の構築可能性を論

じるだけでなく、それを宗教間対話の中にど

のように生かしてゆくのかについての展望

を論じていただきたい。平和とは、一つの伝

統やフィールドだけで論じうる問題ではな

く、まさに宗教間対話において論じるべきテ

ーマと思われる。また、こうした具体的な論

点に踏み込むことは、宗教間対話が意味ある

ものとなるためにも必要であろう。 
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■次回研究会の予定 

◇第四回研究会 
【日時】 

6 月 28 日（土）1 時 30 分より 

【場所】 

京都大学文学部新館５階社会学共同研究室 

【報告 1】 

報告者：今井尚生（西南学院大学文学部助教授） 

題 目：多元主義における「寛容」概念の明確化の試み 

【報告 2】 

報告者：近藤剛（本研究科キリスト教学専攻 博士後期課程） 

題 目：宗教的寛容の源流と流露――「宗教的寛容」概念の形成過程と今日的課題（仮題） 

 

 

 

 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

編集後記 

 ニューズレター第二号をお届けします。本研究会は原則的に研究報告会を隔月に開いていますので、そ

の前後の月にニューズレターを刊行し、前回の研究報告と翌月の研究会案内を併せて行うことができるよ

うスケジュールが組まれています。ただ、今回は年度をはさんだこともあり、このペースは早々に変則的

になってしまいました。今号にご執筆いただいた先生方には、お忙しい中ご寄稿いただいていたにもかか

わらず、第一号刊行から時間的に間隔があいたことをお詫び申し上げます。 

 なお、研究会ウェブサイトでは、順次情報を更新しておりますので、こちらの方もご閲覧いただければ

幸いです。                                         ［N］ 

 
 

     【研究会事務局】 

〒606-8501 京都市左京区吉田本町 

京都大学大学院文学研究科社会学研究室 

Tel. 075-753-2758 

Fax. 075-753-2836 

E-mail: tolerance-hmn@bun.kyoto-u.ac.jp 

Web Site: http://www.hmn.bun.kyoto-u.ac.jp/tolerance 
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